

































検査の結果は，移動運動 0:4 ～ 0:5，手の運動 0:1 ～
0:2，基本的習慣 0:0 ～ 0:1，対人関係 0:1 ～ 0:2，発


































　 201X年 6 月～翌年 3 月（指導 122 回）「個別課
題（自立活動における時間の指導）」および「健
康・日常生活習慣の学習」での指導（週に 5回，1
回は 40 分の内，身体に関する学習を 30 分程度，




























り 2 か月から 4 か月に１つ表を作成し（7 月，10
月，12 月，3 月）（Table2 ～ Table5），行動の変容








































































3月 119 回目の指導（Table5）では，2 分程度の指
導を行う。12 月と同様の環境を継続して行う。
Table2　指導経過（7月，指導23回目）
時　間 教師の働き掛け 右手の動き 目の動き 他の感覚 顔の向き その他
イスに座る 上 口に左手を入れている
7秒 教 師 と 一 緒 にスイッチを触る やや下
口に左手を入れているが，
左手の動きが止まる
10秒 離す やや下 口に左手を入れている
13秒 教 師 と 一 緒 にスイッチを触る やや下 口に左手を入れている
16秒 離す 正面 口に左手を入れている
19秒 教 師 と 一 緒 にスイッチを触る やや下 口に左手を入れている
21秒 教 師 と 一 緒 にスイッチを触る 上 笑う
24秒 教 師 と 一 緒 にスイッチを触る 右方向
スイッチのある方を向く
口に左手を入れている
26秒 触る 倒す やや下 触り続けて倒す口に左手を入れている














45秒 姿勢をつくる やや下 右手を口に入れる
46秒 右手を持ち一緒にスイッチを触る やや下
握る 下























時　間 教師の働き掛け 右手の動き 目の動き 他の感覚 顔の向き その他
イスに座る 下
25秒 教材を提示する 顔を起こす 提示と同時に顔を起こす
30秒 振動音を鳴らす 下
52秒 下 両手を上げたり下げたりする　左肘で机を叩く
1分4秒 姿勢をつくる 見る 正面
1分12秒 触る 離す やや下 触って離すことを繰り返す
1分18秒 触る 握る 倒す 下 握っていた手を開いて触る
1分29秒 スイッチから離す やや下 左手で机を叩く
1分31秒 姿勢をつくる 見る やや下
1分32秒 触る 見る やや下 見て触る　触ってから見る
1分33秒 握る やや下
1分36秒 倒す 口に当てる 正面 スイッチを右手で引き寄せ口に運ぶ
1分47秒 スイッチから離す
1分50秒 姿勢をつくる 触る やや下
1分53秒 握る 倒す 口に当てる 正面 スイッチを右手で引き寄せ口に運ぶ
1分56秒 握る 顎に当てる 正面 顔を動かしてスイッチを顎に当てる
2分7秒 スイッチから離す
2分12秒 姿勢をつくる 触る 正面
2分13秒 握る 倒す 下








2分34秒 腕を伸ばす やや下 スイッチには触れない
2分39秒 戻した右手が偶然スイッチに当たる 正面






3分6秒 口に当てる 首を振る 顔を振ってスイッチに口を当てる








時　間 教師の働き掛け 右手の動き 目の動き 他の感覚 顔の向き その他
イスに座る 正面 両手を合わせる
7秒 教材提示 正面 両手を合わせる




32秒 触る 握る 倒す やや下
42秒 スイッチから離す
46秒 姿勢をつくる 正面
47秒 触る 握る 倒す 正面
50秒 見る 正面 首を振りながら見る
１分6秒 スイッチから離す 正面 両手を合わせる
1分12秒 姿勢をつくる 下
1分13秒 下 左手で机を叩く
1分29秒 顔を起こす 正面 すぐに首を振る
1分36秒 右下
1分40秒 触る 下 すぐに離す
1分42秒 触る 握る 倒す 下
1分44秒 スイッチから離す 下
1分46秒 姿勢をつくる
1分50秒 触る 握る 倒す 下















3分58秒 腕を伸ばして押す やや下 腕を伸ばす
4分 スイッチから離す やや下
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